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【
平
成　

年
】

１９

・
９
月　

日
、
全
但
バ
ス（
株
）が

２８

一
部
路
線
の
休
止
申
出

・　

月　

日
、
市
と
市
議
会
が
県

１０

１３

に
対
し
て
財
政
的
支
援
な
ど
の

要
望
書
を
提
出

・　

月　

日
、
市
庁
舎
内
に
検

１０

１８

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

設
置

・　

月　

日
、
市
か
ら
全
但
バ
ス

１０

２３

（
株
）に
対
し
て
協
力
と
協
議
な

ど
の
要
望
書
を
提
出

・　

月　

日
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

１１

１０

を
実
施
（
〜　

日
）

２８

・　

月　

日
、
第
１
回
市
地
域
公

１１

２８

共
交
通
会
議
を
開
催

・　

月
４
日
、
第
１
回
住
民
説
明

１２会
を
開
催
（
〜　

日
）

１８

【
平
成　

年
】

２０

・
１
月
７
日
、
市
職
員
が
ｅ
通
勤

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
実
施
（
〜
２
月

　

日
）

１５
・
１
月　

日
、
第
２
回
住
民
説
明

２８

会
を
開
催
（
〜
２
月　

日
）

１５

・
２
月　

日
、
休
止
対
応
策
の
基

２１

本
的
な
考
え
方
に
対
し
、
意
見

を
公
募
（
〜
３
月　

日
）

１０

・
３
月　

日
、
第
２
回
市
地
域
公

１２

共
交
通
会
議
を
開
催

・
４
月　

日
、
第
３
回
住
民
説
明

２１

会
を
開
催
（
〜
５
月　

日
）

１３

・
５
月　

日
、
第
３
回
市
地
域
公

１６

共
交
通
会
議
を
開
催

・
６
月　

日
、
市
有
償
旅
客
運
送

３０

条
例
を
制
定

・
８
月　

日
、
運
行
事
業
優
先
交

１９

渉
権
者
を
決
定

・
９
月　

日
、
市
営
バ
ス
沿
線
地

１０

域
に
運
行
チ
ラ
シ
を
配
布

・　

月
１
日
、
イ
ナ
カ
ー（
市
営

１０バ
ス
）の
運
行
開
始（
予
定
）

路
線
バ
ス
休
止
申
出
へ
の
対
応 

１０
月
１
日
か
ら 「
イ
ナ
カ
ー
（
市
営
バ
ス
）
」
を
運
行
し
ま
す 

経　

過

　市では、全但バス（株）からの一部路線の休止申出（１０月１日
から１１路線４１系統）を受け、持続可能な地域交通を目指して、
市としての路線維持に関する基本的な考え方を定め、住民説明
会での意見や生活交通実態アンケート結果を基に、路線ごとの
対応策を検討してきました。
　このたび、「実証運行計画」がまとまり、１０月１日から「イナカー
〔市営バス（有償旅客運送）〕」を運行することになりましたので、
お知らせします。

《問合せ》都市整備課交通政策係�２３－１７１２

▲イナカー（イメージ図）
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昨
年　

月
、
地
域
の
生
活
交
通

１１

に
関
す
る
こ
と
や
、
地
域
の
実
情

に
即
し
た
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
実
現

に
必
要
と
な
る
事
項
な
ど
を
協
議

す
る
た
め
、
市
地
域
公
共
交
通
会

議
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、

奥
田
副
市
長
を
は
じ
め
、
市
民
代

表
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
運
行
事

業
者
、
国
・
県
の
機
関
、
警
察
署

な
ど
か
ら
参
画
い
た
だ
き
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
含
め　

人
で
構
成
し

１７

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
３
回
の
会
議
を
開

催
し
、
活
発
な
議
論
を
い
た
だ
き

な
が
ら
路
線
バ
ス
休
止
申
出
へ
の

対
応
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

市
の
基
本
的
な
考
え
方
や
路
線

ご
と
の
対
応
策
の
説
明
、
ま
た
、

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
聞
く

た
め
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

▽
第
１
回
住
民
説
明
会

　

平
成　

年　

月
４
日
〜　

日
・

１９

１２

１８

５
会
場
・
２
６
４
人　

・
路
線
バ
ス
を
取
り
巻
く
現
状
と

休
止
対
応
策
検
討
の
進
め
方

▽
第
２
回
住
民
説
明
会

　

１
月　

日
〜
２
月　

日
・　

会

２８

１５

１１

場
・
６
０
４
人　

・
対
応
策
検
討
の
基
本
的
な
考
え

方
や
方
向
性
と
地
域
に
お
け
る

公
共
交
通
の
あ
り
方

▽
第
３
回
住
民
説
明
会

　

４
月　

日
〜
５
月　

日
・　

会

２１

１３

１１

場
・
３
２
３
人　

・
路
線
維
持
の
考
え
方
と
実
証
運

行
計
画
案

　

一
人
ひ
と
り
が
快
適
で
便
利
な

車
で
の
生
活
を
求
め
た
結
果
、
バ

ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
衰
退

の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
、
市
街
地

の
郊
外
化
、
交
通
事
故
の
増
加
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
が
起

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
市
職
員
が
そ

の
問
題
意
識
を
持
ち
、
バ
ス
な
ど

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
通
勤

実
験
「
ｅ
通
勤
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

１
月
７
日
か
ら
２
月　

日
ま
で
の

１５

間
、
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
、
定
期
的
な

実
施
を
求
め
る
意
見
も
多
く
、
継

続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
課
題
を

整
理
し
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
事
業
所（
市
役
所
）だ

け
の
取
組
み
で
は
な
く
、
全
市
的

な
広
が
り
の
あ
る
も
の
と
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

① 「市民の足は確保する」を基 
　 本に検討する。 
② 地域の需要特性に応じた対応 
　 策を路線ごとに検討する。 
③ 地域で支え合う生活交通を模 
　 索する。 
④ 事業の評価と見直しの仕組み 
　 を構築する。 

基本的な考え方 

▲住民説明会（２月７日、高橋小
　学校）

▲「ｅ通勤」にチャレン
ジした中貝市長

生活交通実態調査に関するアンケートの実施

　昨年１１月１０日から１１月２８日までの間、休止対象路線
沿線に在住の市民の方をはじめ、無作為抽出された市
民の方を対象に生活交通実態調査に関するアンケート
を実施しました（主なもののみ掲載）。
◇配布世帯数　６，７５７世帯　回収枚数　３，６１０枚

路線バスなどを維持するための
市の財政負担

　路線バスをはじめとしたバス交通
を維持するために、国、県および市が路
線バス事業者（全但バス（株））に対し
補助金（運行経費から運賃収入を差
し引いた差額）を支出しています。
　利用者の減少や燃料費の高騰など
により、その金額は年々増加の一途
をたどっています。

バス利用への転換の可能性 バス利用に転換しない理由 

ある 
16.2％ 

無回答 
18.6％ 

ない　65.2％ 

時間がかかる 
26.7％ 

無回答 
4.4％ その他 

8.0％ 
身体的に 

利用が無理 
3.5％ 

バス停が遠い 
11.5％ 

他の手段が楽 
21.9％ 

運賃が高い 
24.0％ 

（複数回答） 

市が路線バスなどを維持 
するために補助した金額 

0 2 4 6 8 10 12

8,991万円 

9,090万円 

1億455万円 

Ｈ17年度 

Ｈ18年度 

Ｈ19年度 

（千万円） 

市
地
域
公
共
交
通
会
議

住
民
説
明
会

ｅ
通
勤
チ
ャ
レ
ン
ジ


